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(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ, ２５TSカリ, ２４TSカリ, ２３TSカリ

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 水工学に関するさまざまな分野において，国内外の研究結果を
明できる批判的思考力 参考に，自らの創意工夫を加え，社会問題解決に向けた研究へ

と展開できる能力を向上できるようになる．
⇔

(2)授業の概要 水保全工学特論および演習において取り上げた河川・湖沼・海岸・港湾に関する問題の中からテーマを
選び，そのテーマについての現地観測あるいは数値実験を行う．

(3)授業計画 第１回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（1）
第２回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（2）
第３回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（3）
第４回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（4）
第５回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（5）
第６回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（6）
第７回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（7）
第８回（５時間分　１コマ２時間×１日２．５コマ）：現地観測あるいは数値実験のための基礎事項の
確認（8）
第９回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験の実行(1)　
第10回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験の実行(2)　
第11回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験の実行(3)　
第12回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験の実行(4)　
第13回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験の実行(5)　
第14回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験結果の整理(1)　
第15回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験結果の整理(2)　
第16回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験結果の整理(3)　
第17回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験結果の整理(4)　
第18回（８時間分　１コマ２時間×１日４コマ）：現地観測あるいは数値実験結果の整理(5)　　
現地観測・数値実験の内容は各自が決定することを原則とする．なお，現地観測あるいは数値実験にあ
たっては，随時教員と相談しながら進めていく．現地観測あるいは数値実験内容の例は以下の通りであ
る．
○湖沼・河川・海域における流動・水質観測
○湖沼の水塊構造解析
○河川の洪水氾濫解析

(4)成績評価の方
法

現地観測・数値実験の結果で評価する．以下の4項目を評価基準とする．
(1)テーマ設定が適切である．(2)観測あるいは解析条件が適切である．(3)観測あるいは解析結果が妥当
である．(4)観測あるいは解析結果をきちんと考察できている．

(5)成績評価の基
準

秀：現地観測あるいは数値実験を終了しており，上記(1)～(4)を全ての項目を満たす．
優：現地観測あるいは数値実験を終了しており，，(1)～(4)の3つの項目を満たす．
良：現地観測あるいは数値実験を終了しており，(1)～(4)の2つの項目を満たす．
可：現地観測あるいは数値実験を終了しており，(1)～(4)の1つの項目を満たす．
不可：現地観測あるいは数値実験を終了しており，(1)～(4)のどの項目も満たさない．
　　　現地観測あるいは数値実験を終了していない．

(6)事前事後学習
の内容

事前・事後学習は特に不要であるが，常日頃から水工学に対する興味を持っておくこと．

(7)履修上の注意 特になし

(8)質問,相談への
対応

対応できるときはいつでも可．

(9)その他

【教科書】 指定しない

【参考書】 指定しない


